
徳
島
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
条
例
第
三
十
二
号

徳
島
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

徳
島
県
議
会
委
員
会
条
例
（
昭
和
三
十
四
年
徳
島
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
一
号
中
「
政
策
創
造
部
、
経
営
戦
略
部
、
未
来
創
生
文
化
部
、
監
察
局
」
を
「
知
事
直
轄
組

織
、
企
画
総
務
部
、
生
活
環
境
部
」
に
改
め
、
「
公
安
委
員
会
」
の
下
に
「
、
労
働
委
員
会
」
を
加
え
、

同
条
第
二
号
中
「
商
工
労
働
観
光
部
」
を
「
観
光
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
、
経
済
産
業
部
」
に
改
め
、
「
、
労

働
委
員
会
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
保
健
福
祉
部
」
を
「
こ
ど
も
未
来
部
、
保
健
福
祉
部
」
に
改
め

、
同
条
第
四
号
中
「
危
機
管
理
環
境
部
」
を
「
危
機
管
理
部
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
五
項
中
「
場
所
」
の
下
に
「
（
第
十
三
条
の
二
（
出
席
の
特
例
）
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
全
て
の
後
任
者
が
互
選
を
行
う
会
議
に
出
席
し
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ

る
場
合
は
そ
の
旨
）
」
を
加
え
、
「
決
め
る
」
を
「
定
め
る
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
場
所
を
決
め
て
」
を
「
場
所
（
第
十
三
条
の
二
（
出
席
の
特
例
）
第
二
項
（
同
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
全
て
の
委
員
が
委
員
会
に
出
席
し
て
い
る

も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
は
そ
の
旨
。
第
二
十
二
条
（
公
聴
会
開
催
の
手
続
）
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。

）
を
定
め
て
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
出
席
の
特
例
）

第
十
三
条
の
二

委
員
長
は
、
委
員
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

認
め
る
と
き
は
、
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
（
次
項
に
お
い
て
「
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
」
と
い
う
。
）
に
よ
つ
て
、
当
該

委
員
に
発
言
そ
の
他
の
行
為
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

大
規
模
な
災
害
の
発
生
、
感
染
症
の
ま
ん
延
そ
の
他
の
委
員
個
人
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
事
由
に
よ
り
委
員
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
参
集
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

二

育
児
、
介
護
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
委
員
会
を
招
集
し
よ
う
と
す
る
場
所
に
参
集

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
方
法
に
よ
つ
て
発
言
そ
の
他
の
行
為
を
す
る
委
員
は
、
こ

の
条
例
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
に
出
席
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

３

前
二
項
の
規
定
は
、
第
七
条
（
委
員
長
及
び
副
委
員
長
）
第
四
項
又
は
第
八
条
（
委
員
長
及
び
副
委

員
長
が
と
も
に
な
い
と
き
の
互
選
）
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
互
選
を
行
う
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
お
い
て
」
の
下
に
「
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
終
る
」
を
「
終
わ
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
聞
こ
う
」
を
「
聴
こ
う
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
は
、
委
員
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

委
員
長
が
定
め
る
電
子
情
報
処
理
組
織
（
委
員
会
又
は
委
員
長
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力

装
置
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
そ
の
通
知
の
相
手
方
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機



と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
第
二
十
七
条
（
代
理
人
又
は
文
書
等

に
よ
る
意
見
の
陳
述
）
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
聞
こ
う
」
を
「
聴
こ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
か
た
よ
ら
な
い
」
を

「
偏
ら
な
い
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
聞
こ
う
」
を
「
聴
こ
う
」
に
、
「
こ
え
て
」
を
「
超
え
て
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
こ
え
」
を
「
超
え
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
見
出
し
中
「
文
書
」
を
「
文
書
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
文
書
で
」
を
「
文
書
若
し
く

は
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
に
よ
り
」
に
、
「
提
出
す
る
」
を
「
提
示
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
聞
こ
う
」
を
「
聴
こ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
文
書
」
を
「
文

書
等
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
二
項
中
「
前
記
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
作
成
は
、
議
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
記
録
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
つ
て
は

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用

に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
署
名
又
は
押
印
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
氏
名
又
は
名
称
を
明
ら
か
に
す
る

措
置
で
あ
つ
て
議
長
が
定
め
る
も
の
を
も
つ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
徳
島
県
議
会
委
員
会
条
例
（
以
下
「
旧
条
例
」
と
い
う
。
）

に
規
定
す
る
総
務
委
員
会
、
経
済
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
及
び
県
土
整
備
委
員
会
の
委
員
長
、
副

委
員
長
及
び
委
員
で
あ
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
改
正
後
の
徳
島
県
議
会
委
員
会
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」

と
い
う
。
）
に
規
定
す
る
総
務
委
員
会
、
経
済
委
員
会
、
文
教
厚
生
委
員
会
及
び
県
土
整
備
委
員
会
の

委
員
長
、
副
委
員
長
及
び
委
員
と
な
る
も
の
と
す
る
。

３

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
旧
条
例
に
規
定
す
る
常
任
委
員
会
に
付
議
さ
れ
て
い
る
請
願
そ
の
他
の

事
件
は
、
新
条
例
の
規
定
に
よ
り
当
該
事
件
を
所
管
す
る
こ
と
と
な
る
常
任
委
員
会
に
付
議
さ
れ
た
も

の
と
み
な
す
。


